




課題名 

甘夏類における生理障害軽減対策の確立・普及 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 対象            

ＪＡ鹿児島いずみ甘夏専門部会，果樹新規就農

者 

２ 課題を取り上げた理由      

（１） 出水地域は甘夏類の生産が盛んで，県内 
の甘夏生産量の内，90％以上を出水地域が

占める。また，JA 鹿児島いずみの果樹類出

荷額の半分以上を甘夏類が占める。 
（２） 甘夏類は栽培が容易である等の理由に 

より，栽培面積が増加しており，新規就農

者数も毎年安定している（4～６名／年）。 
（３）近年の温暖化により，日焼けやヘタ枯れ

等の生理障害の発生が増加し，年々栽培し

づらくなっている。 
（４）産地の維持・発展のためには，生理障害

の発生軽減技術の確立が必要である。 
 

３ 活動の内容及び成果        

１ 日焼け果軽減対策 
（１）支援方法の検討 

令和３年産に多発した日焼け果につい

て，関係機関と情報共有を行った。また，

他県での日焼け果に関する情報を収集し，

カルシウム資材が有望であることが分か

った。その後，普及が企画調整役となり，

管内市町及び農協で組織する園芸振興協

議会（以下，園振協）で実証内容，対象に

ついて検討を重ねた。 

（２）日焼け果対策の実証ほ設置 
カルシウム資材による日焼け軽減効果

を検討するため，実証ほを設けた。その結

果，カルシウム資材の散布により日焼けが

軽減される事が明らかになった。この結果

について，園振協で協議したのち，講習会

等で情報発信を図った。 

１  日焼け果対策において，カルシウム資材の散布による日焼け果発生軽減効果を明らかにし，被

害の軽減と作業の省力化を図った。 

２  ヘタ枯れ対策の発生要因や対策技術について，アンケートや関係機関との協議により絞り込み

を行い，施肥による樹勢回復や鮮度保持剤の散布が有効であることが分かった。 

３  ヘタ枯れ対策において，秋の追肥や鮮度保持剤によるヘタ枯れ発生軽減効果を明らかにし，被

害の軽減を図った。 

４  JA 鹿児島いずみ甘夏専門部会役員会や各種講習会，トレーナー研修等を活用して，日焼け果

やヘタ枯れ対策技術の普及を図った。  

成果の要約 

様式１ 普及活動事例用 

写真１ 園振協技術部会での検討 

表２ カルシウム資材による階級割合への影響 

表１ カルシウム資材による果皮温度への影響 

処理前 処理後 処理前 処理後

カルシウム
資材散布区

36.4 35.3 34.5 32.9

クラフト

テープ区
36.9 36.6 37.4 35.3

試験区
8月3日 8月28日

（３）展示ほの設置 
カルシウム資材による日焼け軽減技術

の波及を図るため，展示ほを設置した。設

置農家からの反応も良好であった。今後は

講習会や役員会などでの情報発信を行い，

技術の波及を急ぐ。 

 
 
２ ヘタ枯れ軽減対策 
（１）現状把握 

令和４年産で多発したヘタ枯れについ

て農家を対象としたアンケート調査を実

施し，現状の把握を行った。その結果，ヘ

タ枯れが多発した園地の共通点として，樹

勢が弱い事，収穫が遅い事，灌水施設がな

いこと等が挙げられた。また，要因につい

て関係機関と協議を重ね，気候変動による

生育期間中の乾燥，成熟期間や貯蔵期間中

の高温が要因と考えられた。 
   これらを踏まえた上で，研究機関と連携

して課題に取り組む体制構築を行った。 

 
 

（２）情報共有 
 現状把握で明らかになった要因や共通

点などを，販売反省会や講習会等で周知を

図った。 
 

 
（３）ヘタ枯れ対策の実証ほ設置 

アンケートや関係機関協議の結果を基

に，秋季の追肥と鮮度保持剤の散布による

実証ほを設置した。その結果，両者ともに

有効であることが明らかになった。この内

容については，園振協で協議したのち，役

員会などで情報提供を行った。 
 
 
 

 

 

 

４ 今後の課題          

（１）日焼け軽減資材の比較検討 
（２）日焼け軽減技術の波及 
（３）ヘタ枯れ軽減技術の実証検討 
（４）研究機関と連携した技術確立 
 

５ 発表者 

腰替 大地 
写真３ 甘夏ヘタ枯れ検討会 

写真２ カルシウム資材散布展示ほ 

写真４ アンケート結果の周知 

表３ 秋季の追肥によるヘタ枯れ軽減効果 

表４ 鮮度保持剤によるヘタ枯れ軽減効果 


